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特集　 「惑星地球の形成と進化」

特集を企画するにあたっ て

大谷栄治1

　地球内部の研究の進歩は近年目覚 ましV＞．その

一一
つ の方向は初期の 地球に対す る総合的な研究が

進み つ つ ある こ とで ある．こ の 方向の研究は，初

期地球 の 痕跡を野外の岩石 に もとめる地質学的研

究や地球化学的研究，惑星 の 集積過程か らさらに

惑星 の 形成 ， 進化 の 過程を数値シ ミ ュ レーシ ョ ン

に基づ い て 理論的に解明する研究，そ して高温高

圧 実験 などの実験的研究に もとつ い て ，初期 の 諸

過程すなわ ちマ グ マ オ ーシ ャ ン の実態 ， 核の形成

過程 ，
コ マ チ ア イ トマ グ マ などの 初期地 球の 火成

作用を解明する研究など，様 々 な異なる手法の 研

究が互 い に相互作用 をしなが ら急速に進歩 しつ つ

ある．こ の研究は ，
こ こ数年にわた っ て重点領域

研究 「地球中心核」，総研 「初期地球の 多圏相互作

用」， 重点領域 「マ グマ 」へ と引 き継がれて きた．

こ の 特集で は，地 質学お よび地球化学 ， 数値シ ミ

ュ レ
ー

シ ョ ン を駆使する理論的研究，超高圧高温

物性などの 実験に もとつ く研究を中心 に
，

こ の よ

うな急速 に進歩す る 初期地球の 諸過程 の 研究 の 最

近の動向に つ い て紹介し よ う．

　今回こ の 特集に執筆をお願 い した 方々 は こ の方

向の研究に お い て世界を リードしつ つ ある研究者

とともに ，
こ の分野 に踏み 込ん だばか りの若手 に

もお願 い した，こ れ は こ の分野 の新たな展開を期

待 して の こ とで あ る ．

　 こ の 特集で は
， まず，現在の 地球内部の 内部構

造 と物質構成につ い て概観する．そして その よう

な特徴的な地球 を作 り出す原因とな っ た地球の集

積に ともな う初期地 球の大規模融解に よ る マ グマ

オ
ー

シ ャ ン 形成 とそ の結晶化過程 につ い て紹介 し，

こ の よ うな大規模融解に伴 い 進行 した地球深部で

の 核の形成過程につ い て述べる．さらに
， 初期値

球の マ ン トル の過程 を地質学，地球化学から検討

し，マ グマ オーシ ャ ン と核形成の冥王代に続 く始

生代 の マ ン トル ダ イナ ミ ッ ク ス を議論する．また，

地質時代を通 じて の マ ン トル の 進化とい う面か ら，

ク ラ トン とそ の 下部 に存在す る テ ク トス フ ィ ア が

長い 地球史を安定に存在 した こ との意義に つ い て

も論 じて い る．

　こ の特集によ っ て
， 惑星科学の広 い 分野の読者

に ， 様々 な手法の研究に よ っ て惑星地球の初期の

過程が明 らか に な りつ つ ある こ の分野の様子を概

観 して い ただければ幸で ある．
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